
楽しかった幼稚園！
３月 18 日㈫鏡石町立鏡石幼稚園卒園式が行われ、
28人が卒園しました。お別れのことば・卒園の歌では、
楽しかった幼稚園を思い出して涙を流す園児もいて感
動の卒園式となりました。
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　　　　　　特集：平成 26年度当初予算

人件費
9億262万円
13.9％ 公債費

6億2,999万円
9.7％

扶助費
5億9,336万円
9.1％

普通建設費
11億7,088万円
18.0％

災害復旧費
1億9,122万円
2.9％

補助費等
8億5,740万円
13.2％

物件費
15億6,827万円
24.0％

繰出金
4億8,326万円
7.4％

貸付金
4,650万円
0.7％

維持補修費
1,122万円
0.2％

積立金
2,581万円
0.4％ 予備費

2,947万円
0.5％

地方税
14億7,667万円
22.7％

繰入金
7億3,070万円
11.2％

使用料及び
手数料など
2億183万円
3.1％

地方交付税
14億648万円
21.6％

地方消費税
交付金など
2億3,376万円
3.6％

地方債
5億2,990万円
8.1％

国庫支出金
5億1,997万円
8.0％

県支出金
14億1,069万円
21.7％

歳出（性質別）

【
予
算
の
仕
組
み
】

町
の
予
算
は
、
一
般
会
計
、
特

別
会
計
、
企
業
会
計
の
３
つ
に
分

類
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
各
会

計
に
は
、
町
に
入
る
お
金
の
歳

入
、
町
か
ら
出
る
お
金
の
歳
出
が

あ
り
、
法
律
で
そ
れ
ぞ
れ
の
収
支

の
均
衡
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
の
で
、
赤
字
予
算
・
決
算
は
許

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。一
般
会
計
は
、

町
行
政
運
営
の
財
政
を
基
本
的
に

経
理
す
る
会
計
で
、福
祉
や
教
育
、

建
設
な
ど
町
の
事
業
の
大
部
分
を

ま
か
な
う
大
事
な
会
計
で
す
。

【
歳
入
】　
歳
入
は
、
地
方
公
共
団

体
が
一
会
計
年
度
に
お
け
る
一
切

の
収
入
を
言
い
ま
す
。

▼
町
税　
皆
さ
ん
や
法
人
が
町
に

納
め
る
お
金

▼
繰
入
金　
各
種
基
金
の
取
り
崩

し
や
特
別
会
計
な
ど
か
ら
繰
り
入

れ
る
お
金

▼
地
方
交
付
税　
自
治
体
の
財
政

力
に
応
じ
て
国
か
ら
交
付
さ
れ
る

お
金

▼
町
債　
国
や
銀
行
な
ど
か
ら
の

借
入
金

【
歳
出
】　
歳
出
は
、
地
方
公
共
団

体
が
一
会
計
年
度
に
お
け
る
一
切

の
支
出
を
言
い
ま
す
。

◎
性
質
別
歳
出

▼
公
債
費　
借
入
金
の
返
済
に
使

わ
れ
る
お
金

▼
普
通
建
設
費　
道
路
、
学
校
な

ど
の
建
設
・
整
備
に
使
わ
れ
る
お
金

▼
繰
出
金　
各
種
基
金
や
特
別
会

計
間
な
ど
へ
繰
り
出
さ
れ
る
お
金

▼
維
持
補
修
費　

町
が
管
理
す
る

公
共
施
設
な
ど
の
修
理
に
使
わ
れ

る
お
金

▼
扶
助
費　
社
会
保
障
制
度
の
一

環
と
し
て
、
児
童
、
高
齢
者
、
生

活
困
窮
者
を
援
助
す
る
た
め
に
使

わ
れ
る
お
金

◎
目
的
別
歳
出

▼
議
会
費
…
議
会
運
営
に
使
わ
れ

る
お
金

▼
総
務
費
…
行
政
全
般
の
事
務
な

ど
に
使
わ
れ
る
お
金

▼
民
生
費
…
障
が
い
者
、
高
齢
者

に
対
す
る
福
祉
や
子
育
て
支
援
な

ど
に
使
わ
れ
る
お
金

▼
衛
生
費
…
環
境
保
全
、
疾
病
予

防
、
健
康
増
進
な
ど
に
使
わ
れ
る

お
金

▼
農
林
水
産
業
費
…
農
林
業
振
興

の
た
め
の
支
援
や
生
産
基
盤
整
備

等
に
使
わ
れ
る
お
金

▼
商
工
費
…
商
工
業
や
観
光
の
振

興
の
た
め
に
使
わ
れ
る
お
金

▼
土
木
費
…
道
路
や
河
川
、
施
設

建
設
な
ど
社
会
資
本
整
備
の
た
め

に
使
わ
れ
る
お
金

▼
教
育
費
…
教
育
や
生
涯
学
習
の

充
実
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
な

ど
に
使
わ
れ
る
お
金

▼
公
債
費
…
事
業
を
行
う
た
め
に

借
り
た
お
金
（
町
債
）
の
元
金
・

利
子
や
一
時
借
入
金
の
利
子
を
支

払
う
お
金

歳出においては、徹底した事務事業の見直しと最小の経費で最大の効果を上げ
ていく考えのもと、町政運営の基本方針を示す第５次総合計画のもとに、新たな
感覚で施策の評価を行い、復興への取組を最優先に予算編成を配慮しました。
なお、主な事業につきましては４ページへ掲載しています。

歳出（目的別）
区　分 本年度 前年度 比　較

1 議 会 費 8,715万円 8,724万円 △9万円
2 総 務 費 7億1,807万円 5億4,485万円 1億7,322万円
3 民 生 費 13億5,397万円 13億9,540万円 △4,143万円
4 衛 生 費 12億3,076万円 13億6,670万円 △1億3,594万円
5 労 働 費 544万円 518万円 26万円
6 農林水産業費 3億8,312万円 3億1,459万円 6,853万円
7 商 工 費 9,957万円 7,463万円 2,494万円
8 土 木 費 8億7,199万円 4億2,776万円 4億4,423万円
9 消 防 費 2億6,785万円 3億945万円 △4,160万円
10 教 育 費 6億4,553万円 4億6,005万円 1億8,548万円
11 災害復旧費 1億9,122万円 14億4,318万円 △12億5,196万円
12 公 債 費 6億2,586万円 5億9,203万円 3,383万円
14 予 備 費 2,947万円 2,894万円 53万円
合　　計 65億1,000万円 70億5,000万円 △5億4,000万円

平成26年度鏡石町各会計当初予算総括表
会計区分 本年度 前年度 比　較

一 般 会 計 65億1,000万円 70億5,000万円 △5億4,000万円

国民健康保険特別会計 14億3,086万円 13億6,510万円 6,576万円

後期高齢者医療特別会計 9,347万円 8,852万円 495万円

介 護 保 険 特 別 会 計 7億1,946万円 6億8,524万円 3,422万円

土地取得事業特別会計 3,901万円 301万円 3,600万円

工業団地事業特別会計 9,207万円 4,675万円 4,532万円
鏡 石 駅 東 第 １ 土 地
区画整理事業特別会計 2億370万円 9,850万円 1億520万円

育英資金貸付費特別会計 1,075万円 931万円 144万円

公共下水道事業特別会計 4億9,580万円 4億6,730万円 2,850万円

農業集落排水事業特別会計 6,600万円 6,600万円 0万円

小　　　計 96億6,112万円 98億7,973万円 △2億1,861万円

上水道事業会計
収益的 2億4,568万円 2億3,325万円 1,243万円

資本的 3億4,264万円 4億3,677万円 △9,413万円

計 5億8,832万円 6億7,002万円 △8,170万円

合　　　計 102億4,945万円 105億4,975万円 △3億0,030万円

例えば、公園のブランコが壊れたの
で新しいブランコを設置するとします。
まずはブランコを設置するためにいく
らかかるか、国や県からお金をもらえ
ないかなどを調べ、予算案を作ります。
その案を、町民の代表である議会で説
明し、議会で認められた段階で正式な
予算となり、新しいブランコを設置す
ることができます。
なお、行政は、成立した予算に従って
計画どおりに事業を行わなければなり
ません。つまり、予算が決まるという
ことは、町が行
う事業が決まる
ということです。

予算とは？

歳入では、歳入全体の約２割を占める町税については、
法人町民税が 0.9%減の 9,119 万円、個人町民税につい
ては、6.6%増の４億1,613万と見込み、固定資産税にあっ
ては、震災による住宅の建て替えなどにより 5.9%増の
８億 4,386 万円となり、町税総額では、前年比 6.4%増
の 14億 7,667 万円を計上しました。

平成 26年度各会計当初予算は、３月４日か
ら 14日まで開催された３月町議会定例会で可
決され、成立しました。
一般会計当初予算は、前年度比５億4,000万

円、7.7％減で、65億 1,000 万円という、昨年
度に引き続き大型予算となりました。今月号で
は一般会計を中心に予算の中身を見ていきます。

平
成
26
年
度
の
予
算
の
概
要
に

つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
26
年
度
の
、
予
算
編
成
に

あ
た
り
ま
し
て
は
、
国
内
外
の
経

済
動
向
や
国
の
財
政
運
営
の
基
本

方
針
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響
や

厳
し
い
財
政
状
況
な
ど
を
踏
ま

え
、
町
政
運
営
の
基
本
方
針
を
示

予
算
編
成
の
方
針

用
語
の
説
明

す
第
５
次
総
合
計
画
の
主
要
事
業

に
つ
い
て
実
施
２
年
次
目
の
政
策

評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
ま
ち
の

将
来
像
で
あ
る
、「
か
わ
る　

か

が
や
く
〝
牧
場
の
朝
〞
の
ま
ち
か

が
み
い
し
」
の
実
現
に
向
け
５
つ

の
柱
を
基
軸
に
、
各
種
事
業
の
重

点
的
か
つ
効
果
的
な
配
分
に
努
め

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

主
要
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

「
災
害
復
旧
事
業
」「
被
災
者
支
援

事
業
」「
防
災
関
係
事
業
」「
原
子

力
災
害
対
策
事
業
」「
ブ
ラ
ン
ド
・

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
事
業
」「
進
化

す
る
鏡
石
実
行
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

等
の
６
分
野
と
、
第
５
次
総
合
計

画
に
お
け
る
行
政
分
野
別
施
策
と

し
て
５
分
野
の
事
業
に
取
り
組
む

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

鏡石町長　遠藤　栄作

町の１年間のお金の使い道が決まる

予算総額 102億 4,945 万円

平成 26年度予算

歳入

歳出



KAGAMIISHI 4KAGAMIISHI5 休日夜間急病診療所 日曜日や祝日や夜間などに病気になったときは、休日夜間急病診療所（須賀川市保健センター☎76–2980）へ。 つどいの広場は 月・水・金曜日の午前 10時から午後 4時まで町保健センターで開いています。

　　　　　特集：平成 26年度当初予算

【継続使用の場合】　※４月１日以降初めての検針分までは経過措置があり従来通り消費税５％

検
針
日 ４月１日

※５％消費税５％ ８％検
針
日

【新規契約の場合】

契
約
日４月１日

消費税
８％ ８％検

針
日

退任のあいさつ
県復帰のため、３月 31日付けで副町長を退任致し
ました。
平成 22年 10月より東日本大震災を挟み３年と６ヶ
月間副町長を務めさせていただきました。この間皆様
方には、各分野・様々な形で、ご支援・ご理解を賜り
誠に有り難うございました。 
町にまだまだ課題は残りますが、第一小学校校舎改
築等の震災復旧事業は、ほぼ完了に向かい、鳥見山公
園多目的広場の人工芝生化を始め、この秋までには一
小敷地内へのふれあい児童施設新築などの復興事業が
形として見えて参ります。 
大震災以降、福島県は大変な状況に置かれています。
これからの県をリードする中通り地方、ここ鏡石から、
明るい希望の光を放っていけるよう、立場は変わりま
すが、引続き微力ながら尽力させて頂く考えです。 
町民の皆様には、大変お世話になりました。心より
感謝を申し上げます。 
そして、皆様の一層のご健勝と鏡石町の益々の発展
を祈っております。

前副町長　助川　浩一

町職員人事異動
・敬称略（　）は旧所属
■退職（３月 31日付）
●群馬県大泉町へ復帰
久保田晃広（税務町民課主査）
■異動・昇格（４月１日付）
●課長及び課長相当職
鏡石保育所所長　桝田　和子

（鏡石保育所　副所長）
●係員
総務課付副主査（福島県研修生派遣）
　　　　　　　　折笠　友基

（健康福祉課　副主査）
総務課主事　　　石塚　拓也（産業課　主事）
健康福祉課主事　井口　朋洋（総務課　主事）
■新採用（４月１日付）
山口　和佳（産業課　主事）
中山　大輔（上下水道課　主事）
力丸　陽介（税務町民課　主事）
星　　　丞（税務町民課　主事補）
伊藤　春奈（健康福祉課　保健師）

「第一小学校校舎改築事業」（校庭整備工事） 
8,640 万円

「公共土木施設災害復旧事業」（道路等の復旧工事）
 3,175 万円

「災害公営住宅建設事業」 ４億 3,760 万円

「防災情報通信設備改修事業」（防災行政無線操作卓
更新工事）　 4,000 万円

「除染用仮置場事業」 １億円
「一般住宅等除染対策事業」 ５億 1,800 万円

「イメージキャラクター創造事業」 300 万円

「駅に降りてみたくなる事業」
　駅東口整備事業 400 万円
　田んぼアート事業 100 万円
「通りを歩いてみたくなる事業」
　東日本大震災復興シンボルモニュメント設置事業

1,104 万円
「住んでみたくなる事業」
　住宅用太陽光発電導入促進進行補助事業

270万円

Ⅰ　町民と力を合わせて、新しい鏡石をつくります！
　　　～町民参加と行財政運営分野～
　「公共施設等維持管理事業」（役場庁舎改修工事）

3,753 万円

Ⅱ　心豊かな人を育て、地域文化を大切にする
　　鏡石をつくります！

　　　～教育・スポーツ・健康づくり・
文化振興分野～

　「小学校等緊急環境改善事業」（エアコン設置工事）
１億 2,782 万円

　「中学校耐震補強・大規模改修事業」 3,240 万円

Ⅲ　地域で支えあう、
　　人にやさしい鏡石をつくります！

　　　～福祉・安心安全・コミュニティ形成分野～
　「保育所・児童館・放課後児童クラブ事業」　

１億 749万円
　「臨時福祉給付金事業」 3,649 万円

Ⅳ　新しい産業を開花させ、
　　活力あふれる鏡石をつくります！

　　　～産業振興分野～
　「県営ため池等整備事業」 1,100 万円
　「企業誘致活動と工業団地維持管理」 9,186 万円

Ⅴ　快適に暮らせ、住んでみたくなる鏡石、
　　訪ねてみたくなる鏡石をつくります！

　　　～都市整備・都市開発分野～
　「鏡石駅東第１土地区画整理事業」

２億 370万円
　「再生可能エネルギー導入による
　　　　　　　　防災拠点支援事業」 9,945 万円

消費税率の引き上げに伴い
水道料金・下水道等使用料を改定

平成 26年度の主な事業

▲災害公営住宅全棟パース ▲みんなのまちづくりのために予算が使われます

第５次総合計画に基づく行政分野別施策災害復旧事業

被災者支援事業

防災関係事業

原子力災害対策事業

ブランド・イメージアップ事業

進化する鏡石実行プロジェクト

水道料金・下水道使用料・農業集落排水使用料には、現在 5％の消費税が含ま
れていますが、平成 26年 4月 1日以降の検針分からは消費税が 8％に引き上げ
になります。　
ただし、平成 26 年 3月 31 日以前から継続して使用されている場合は、経過
措置として平成 26年 4月 1日以降 1回目の検針分（4～ 5月分）は従来通り 5％
が加算された金額となります。町民の皆さんのご理解をお願いします。



KAGAMIISHI 6KAGAMIISHI7 総合相談室 火曜日から金曜日の午前９時から午後４時まで町総合相談室で相談を受け付けています。 きっぷは鏡石駅で 新幹線、在来線の特急券・寝台券・座席指定券は鏡石駅でお求めください。

ま ち の 話 題 フォトアルバムフォトアルバム

▲笑顔でパンをおいしくいただく第二小学校の子ども達

▲遠藤町長（右）から記念品を受け取る佐久間さん（中）、萩田さん（左）▲停電時や断水時でも使用可能な駅前トイレ

▲鏡石中学校　卒業生 124人

▲鏡石保育所　満了児 34人 ▲第二小学校　卒業児童 28人

▲鏡石幼稚園　卒園児 26人 ▲第一小学校　卒業児童 112人

▲真剣に須賀川警察署の柳橋宏美さんから話を聞く子ども達

▲左から渡邉英明常務取締役、遠藤町長、山田耕司鏡石建
築作業所長、千葉正明取締役福島支店支店長

▲代表して感謝状と記念品を受け取る石渕みつきさん

鏡石町田んぼアート実行委員会（遠藤栄作実行委員長）
では、鏡石第一、第二小学校へ３月 11日㈫、鏡石中学校へ
２月 27日㈭に米粉パンを提供しました。
米粉パンは昨年の田んぼアートで収穫された県オリジナ
ル米「天のつぶ」を使ったもので、小麦粉を使ったパンよ
りももっちりとした食感が特徴です。
子どもたちは田んぼアートで作られた米ということを聞
いて驚いていましたが、おいしい米粉パンに大満足した様
子でした。

３月 14日㈮町公民館で、ＴＰＴまとめの会が行われ、鏡
石町少年推進員や関係者など約 25名が参加しました。少年
のための少年による非行防止活動（ＴＰＴ活動）では小中
学生が年間を通して安全で住みよいまちづくりのための防
犯活動などを行ってきました。
なお、まとめの会では、最後に須賀川警察署生活安全課
主任少年警察補導員の柳橋宏美さんから「携帯電話・スマー
トフォンの危険性について」の話がありました。

鏡石町少年推進員
一　小　清野はる那さん、滝沢　慧くん、平林ゆりさん

鈴木　翼くん、小室悠里さん、山田優季さん
入澤莉那さん、佐久間渚月さん、会田みゆさん
根本萌奈さん、木村駿斗くん、菊地陽星くん
酒井秋海さん

二　小　円谷結奈さん、正木咲来さん、高橋明詠さん
吉田璃音さん、吉田真里花さん、村上大悟くん
石渕ひなたさん

鏡石中　遠藤優介くん、石渕みつきさん、中林幸佳さん
　　　　小山　舞さん、五十嵐ひなさん

日本建設業連合会の 2013 年度快適職場表彰で、鏡石町
立第一小学校校舎改築工事を施工した仙建工業㈱の鏡石作業
所が応募総数117件の中から見事最優秀賞に選ばれました。
仙建工業㈱には表彰状と記念プレートが贈られ、３月 25
日㈫に遠藤町長へ報告に訪れました。
山田耕司作業所長は、「短い工期でしたが、１日でも早く
６年生が新校舎に入れるよう思いを込めました。今回の受
賞はいつも応援してくれた子ども達からの贈り物と思って
います」と話していました。

３月３日㈪町役場第一会議室で平成 26年鏡石町自
衛隊新入隊激励会が行われ、陸上自衛隊自衛官候補生
となる佐久間俊輝さん、萩田磨騎人さんの２人へ遠藤
町長や関係者から激励の言葉が贈られました。
２人は「諦めない気持ちを大切に、一人でも多くの方
の役に立つ自衛官になりたい」と力強く語ってくれました。

鏡石駅前広場に３月 20日㈭鏡石駅前災害対応トイ
レが完成しました。
このトイレは、鏡石町復興まちづくり事業計画（平
成 25年３月策定）により、駅前周辺における防災機
能を高めることを目的とし、災害時にも有効に機能す
る災害対応型トイレとして設置されました。

田 んぼアートの米で
＝米粉パンの提供＝

一 年間の活動へ感謝
＝ＴＰＴまとめの会＝

快 適な職場で最優秀賞
＝ 2013 年度快適職場表彰＝

若 い力へ期待
＝自衛隊新入隊員激励会＝

災 害へ備えて
＝駅前災害対応トイレ完成＝

鏡石中　遠藤優介くん、石渕みつきさん、中林幸佳さん

二　小　円谷結奈さん、正木咲来さん、高橋明詠さん

一　小　清野はる那さん、滝沢　慧くん、平林ゆりさん

春
は
旅
立
ち
の
季
節
で
す
。
町

内
で
も
各
学
校
、
幼
稚
園
、
保
育

所
な
ど
で
卒
業
・
卒
園
・
満
了
式

が
行
わ
れ
、
子
ど
も
達
は
新
た
な

生
活
へ
向
け
旅
立
ち
ま
し
た
。

保
護
者
や
先
生
達
は
子
ど
も
達

の
成
長
に
感
動
し
な
が
ら
も
、
こ

れ
か
ら
の
子
ど
も
達
の
今
以
上
に

頼
も
し
く
成
長
す
る
姿
を
想
像
し

な
が
ら
見
送
り
ま

し
た
。

卒
業
お
め
で
と
う



KAGAMIISHI 8KAGAMIISHI9 役場窓口日曜日開設 毎週日曜日午前８時 30分から正午まで、窓口業務（証明書発行）を開設しています。 ごみは分別を 燃えるごみは、町指定のごみ袋で水をよく切って出してください。

４月１日から６月 30 日の３ヶ月間は、「福が満開、
福のしま。」をキャッチコピーにふくしまデスティネー
ションキャンペーンが開催されます。デスティネーショ
ンキャンペーン（ＤＣ）とは、Destination（目的地・
行き先）とCampaign（宣伝）の合成語で、自治体と
ＪＲ６社が旅行会社等の協力を得ながら、集中的に全国
で宣伝販売されます。それぞれの地域では、魅力の発掘
やおもてなしの充実を図り、みんなの「福」が満開にな
る観光地、福島実現の「きっかけ作り」として３年間（平
成 26年プレＤＣ、平成 27年本番ＤＣ、平成 28年ア
フターＤＣ）継続されます。
鏡石町内では、大好評の「田んぼアート」や「鳥見山
公園」、「岩瀬牧場」を中心に賑わうことが予想されます
ので、笑顔とさわやかなあいさつで来訪者を迎え入れま
しょう。

●問い合わせ先　産業課　☎ 62‒2118

地元住民に対しての応急手当
の普及拡大を図るため定期救命
講習会が開催されます。なお、申
し込みは須賀川消防署鏡石分署
までお出でいただくか、電話又
はＦＡＸでお申込みください。
●受講対象者
須賀川地方広域消防組合管内

（須賀川市・岩瀬郡・石川郡の各
町村）に在住または通勤、通学
する小学生（高学年）以上の方
●講習内容
普通救命講習Ⅰ
　（成人に対しての救命法）
普通救命講習Ⅱ
　（成人に対してのより詳しい救命法）
普通救命講習Ⅲ
　（小児に対しての救命法）
上級救命講習会
　（救命法を含めた応急手当全般）

●申込・問い合わせ先　
　須賀川消防署鏡石分署
　　☎ 62‒4511
　　Fax 0248‒88‒8005

開催
年月

開催日・曜日 開催場所日曜日 木曜日
平成26年
４月

６日（日曜日）
普通Ⅰ・Ⅱ

17日（木曜日）
普通Ⅰ・Ⅱ 須賀川消防署

５月 ４日（日曜日）
普通Ⅰ・Ⅱ

15日（木曜日）
普通Ⅰ・Ⅱ 長沼分署

６月 ８日（日曜日）
普通Ⅰ・Ⅱ

19日（木曜日）
普通Ⅰ・Ⅱ 須賀川消防署

７月 ６日（日曜日）
普通Ⅰ・Ⅱ

17日（木曜日）
普通Ⅰ・Ⅱ 須賀川消防署

８月 ３日（日曜日）
普通Ⅰ・Ⅱ

21日（木曜日）
普通Ⅰ・Ⅱ 長沼分署

９月 ７日（日曜日）
普通Ⅰ・Ⅱ

18日（木曜日）
普通Ⅲ 須賀川消防署

10月 26日（日曜日）
普通Ⅰ・Ⅱ

９日（木曜日）
上級

須賀川消防署
26日は
玉川村就業
改善センター

11月 ２日（日曜日）
普通Ⅰ・Ⅱ

20日（木曜日）
普通Ⅰ・Ⅱ 長沼分署

12月 ７日（日曜日）
普通Ⅰ・Ⅱ

18日（木曜日）
普通Ⅰ・Ⅱ 須賀川消防署

平成27年
１月

４日（日曜日）
普通Ⅰ・Ⅱ

15日（木曜日）
普通Ⅰ・Ⅱ 須賀川消防署

２月 15日（日曜日）
普通Ⅰ・Ⅱ

５日（木曜日）
普通Ⅰ・Ⅱ

長沼分署
15日は

須賀川消防署

３月 １日（日曜日）
普通Ⅰ・Ⅱ

19日（木曜日）
普通Ⅰ・Ⅱ 須賀川消防署

別表　日時及び場所
実施月日 実施場所 時　　間

４月17日㈭

久 来 石 転 作 セ ン タ ー 午前 9：00～ 9：20
笠 石 防 災 セ ン タ ー 〃  9：30～10：10
旭町コミュニティセンター 〃 10：20～10：40
豊郷構造改善センター 〃 10：50～11：10
成 田 保 健 セ ン タ ー 〃 11：20～12：00
成 田 北 町 集 会 所 午後 1：10～ 1：30
桜 町 俵 井 集 会 所 〃  1：40～ 2：00
南高久田多目的集会所 〃  2：10～ 2：30
鏡 田 転 作 セ ン タ ー 〃  2：40～ 3：00
高 久 田 多 目 的 集 会 所 〃  3：10～ 3：30
深 内 多 目 的 集 会 所 〃  3：40～ 4：00
大 池 団 地 集 会 所 〃  4：10～ 4：30

４月18日㈮

仁 井 田 多 目 的 集 会 所 午前 9：00～ 9：30
鏡 石 ４ 区 集 会 所 〃  9：40～10：10
さ か い 集 会 所 〃 10：20～11：00
鏡 石 １ 区 集 会 所 〃 11：10～11：40

４月20日㈰ 勤 労 青 少 年 ホ ー ム 午前 9：00～11：00

今月は、ＪＡすかがわ
岩瀬鏡石支店で平成 25
年４月から働くフレッ
シュな新人の小貫秀祐さ
んにお話を伺いました。

町では、下記により女性（集団）検診を実施
いたします。会社等で受ける機会のない方は、
２年に１度は、忘れずに検診を受けましょう。
なお、乳がん検診は、検診人数に制限があり
ますので、事前に電話予約をお願いします。

女性（集団）検診　

検診名 日時 場所 対象
年齢

個人
負担金

子宮
頸がん
検診

５月29日㈭

〈受付時間〉
午前９時

～10時
午後１時

～２時

構造改善
センター　
（旭町）

20歳
以上 600円※

乳がん
検診

40歳
以上 1,000円※ 

骨粗
しょう
症検診

40歳、
45歳、
50歳、
55歳、
60歳、
65歳、
70歳に
なる
女性

400円※

乳がん
検診

７月１日㈫
〈受付時間〉
午前９時

～10時
午後1時

～２時

勤労青少
年ホーム

40歳
以上 1,000円※

※生活保護世帯の方、平成 26年度無料クーポン事
業対象者、70歳以上の方は個人負担金が無料と
なります。
●申込・問い合わせ先
　健康福祉課　☎ 62‒2115
　※名前・住所・生年月日をお知らせください。

お名前
　小

お

貫
ぬき

　秀
しゅう

祐
すけ

 さん（23）
お勤め先
　ＪＡすかがわ岩瀬

鏡石支店

平成26年度
女性検診のお知らせ

こんにちは
保健師です

このコーナーにご協力いただける方を募集します。職場のホー
プをご紹介ください。問い合わせ先：総務課　☎ 62-2111

Ｑ：この仕事を選んだきっかけは？
大学で農業関係について勉強したのでそれを活かして地元
で頑張りたいという気持ちからＪＡを選びました。今の仕事
内容は金融（融資）などの窓口担当ですが、お客様の役に立
てたときに喜びを感じます。
Ｑ：仕事での反省点はありますか？ 
自分でこうかなと思って、自分の考えだけで動いてしまい
間違うことがあります。周りをよく見て、人の話をよく聞いて、
お客様とのコミュニケーションを今よりも取るようにして仕
事をしていきたいと思っています。
Ｑ：将来の目標は？
仕事も２年目になったので、まずは自分の仕事はしっかり
こなせるようになりたいです。そして、相談されたら何でも
答えることができて、地域の人達から愛される職員になりた
いです。
また、趣味をたくさん増やして、仕事と趣味を両立させて
いきたいですね。
Ｑ：休みの日は何をしていますか？
今は毎週友達とスノーボードに行っています。いつも行っ
た後は青あざだらけだけど、かっこよく技を決めることがで
きた時はすごく気持ちが良いです。また最近買ったＢＭＸ（自
転車）にはまっていて、通勤も自転車で楽しんでいます
Ｑ：鏡石町に一言。
生まれてからずっと住んできた町で、とても大好きな町で
す。大学で一旦は町から離れましたが、違うところに住んで
みてあらためて良いところだと思いました。結婚しても鏡石
町にずっと住んでいきたいです。

ふくしまデスティネーション
キャンペーン

平成 26年度定期救命講習会

広 告

鏡石町の期待の星鏡石町の期待の星鏡石町の期待の星鏡石町の期待の星鏡石町の期待の星鏡石町の期待の星鏡石町の期待の星鏡石町の期待の星鏡石町の期待の星鏡石町の期待の星

ちのホープ
鏡石町の期待の星鏡石町の期待の星鏡石町の期待の星

ちのホープちのホープ
ま 狂

犬
病
予
防
法
で
は
、
生
後
91

日
以
上
の
犬
の
飼
い
主
に
は
、
町

へ
の
犬
の
登
録
と
毎
年
１
回
の
狂

犬
病
予
防
注
射
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

町
で
は
、
次
の
日
程
で
狂
犬
病

予
防
注
射
を
実
施
し
ま
す
の
で
、

必
ず
受
け
さ
せ
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

な
お
、
当
日
都
合
の
悪
い
方
は

後
日
、
動
物
病
院
で
狂
犬
病
の
予

防
注
射
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
飼
い
犬
が
死
亡
し
て
い

る
又
は
飼
わ
れ
て
い
な
い
と
い
う

方
は
、
町
健
康
福
祉
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

●

実
施
日
程

　

別
表
の
と
お
り

●

料
金

　

登
録
済
み
の
犬
３
，
２
０
０
円

　

新
規
登
録
の
犬
６
，
２
０
０
円

●

注
意
事
項

①
会
場
に
は
、
犬
を
制
止
で
き
る

人
が
連
れ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

②
次
の
場
合
は
、
予
防
注
射
を
受

け
る
前
に
、
獣
医
師
に
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。　

イ　

犬
が
病
気
に
か
か
っ
て
い
る

と
思
わ
れ
る
と
き

ロ　

犬
が
予
防
注
射
で
シ
ョ
ッ
ク

な
ど
の
副
反
応
を
お
こ
し
た
こ

と
が
あ
る
と
き

ハ　

妊
娠
初
期
又
は
妊
娠
末
期
の

と
き

ニ　

１
か
月
以
内
に
、
ほ
か
の
予

防
注
射
を
受
け
て
い
る
と
き

●

問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
福
祉
課
☎
62

－

２
１
１
５

狂
犬
病
の

　予
防
注
射
の

　
　
　お
知
ら
せ
よ
ろ
し
く
ワ
ン
！
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information 暮らしの情報

なつかしの１ショット なつかしの１ショットで見たい年がありましたら総務課☎62–2111まで。（掲載できない場合はご了承ください） 広報掲載写真の提供 広報に掲載された写真は役場総務課でお配りできます。※郵送の場合は切手を貼った返信用封筒が必要です。

□
読
み
聞
か
せ
会

●
日
時　
４
月
19
日
㈯

　

午
前
10
時
30
分
〜

●
話
し
手　
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア　

あ
ゆ
み
ら
い

●
内
容　
絵
本『
お
ば
け
の
花
見
』

ほ
か

□
お
ひ
ざ
に
だ
っ
こ
の
お
は
な
し
会

●
日
時　
４
月
23
日
㈬

　

午
前
11
時
〜

●
内
容　
大
型
絵
本
「
こ
ろ
こ
ろ

こ
ろ
」
の
読
み
聞
か
せ
、「
ス
タ

ン
プ
こ
い
の
ぼ
り
」
の
工
作

●
対
象　
就
園
前
の
幼
児
と
そ
の

保
護
者
の
方

□
子
ど
も
映
画
会

●
日
時　
４
月
26
日
㈯

　

午
後
１
時
30
分
〜

●
上
映
作
品　

映
画
『
ド
ラ
え

多
方
面
に
わ
た
る
原
子
力
災
害

対
策
に
つ
い
て
総
括
し
、
対
応
に

あ
た
る
た
め
に
設
置
し
た
原
子
力

災
害
対
策
室
が
、
４
月
中
旬
（
予

定
）
に
現
在
の
役
場
庁
舎
一
階
か

ら
鏡
石
町
保
健
セ
ン
タ
ー
内
（
旧

保
育
所
分
園
）
に
移
動
し
ま
す
。

引
き
続
き
対
策
室
で
は
、
放
射

性
物
質
の
除
染
な
ど
、
原
子
力
災

害
に
関
す
る
問
題
の
対
処
が
ス

ム
ー
ズ
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
業
務

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先　

総
務
課　

原
子
力
災
害
対
策
室

☎
94
–
２
０
５
６

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険

も
ん　

の
び
太
と
緑
の
巨
人
伝
』

（
１
１
０
分
）

□
ス
ペ
シ
ャ
ル
展
示
コ
ー
ナ
ー

４
月
の
テ
ー
マ
は
、『
ガ
ー
デ

ニ
ン
グ
』
で
す
。
花
を
植
え
る

の
が
楽
し
い
季
節
と
な
り
ま
し

た
。
図
書
館
で
は
、
ガ
ー
デ
ニ

ン
グ
に
関
す
る
本
を
展
示
し
て

お
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先　

図
書
館　

☎
62
–
１
２
８
８

４
月
６
日
㈰
か
ら
15
日
㈫
ま
で

の
十
日
間
、
全
国
一
斉
に
「
春
の

全
国
交
通
安
全
運
動
」
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

春
は
、
新
入
学
（
園
）
の
季
節

と
な
り
ま
す
の
で
、
家
庭
で
は
、

子
ど
も
と
一
緒
に
通
学
路
を
歩

き
、
安
全
な
道
路
横
断
方
法
と
信

号
の
意
味
を
教
え
ま
し
ょ
う
。
家

族
が
外
出
す
る
際
は
、
み
ん
な
で

声
を
掛
け
合
い
、
事
故
に
遭
わ
な

い
、
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
昨
年
、
12
月
１
日
の
道

路
交
通
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、

自
転
車
が
通
行
で
き
る
路
側
帯

は
、
道
路
左
側
に
限
定
さ
れ
ま
し

た
。
自
転
車
は
「
車
両
」
と
な
り

ま
す
の
で
、交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、

安
全
運
転
で
走
行
し
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
先　

総
務
課　

☎
62
–
２
１
１
１

平
成
25
年
度
に
、
次
の
方
々
か

ら
教
育
育
英
資
金
と
し
て
寄
付
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
※
敬
称
略
）

●
大
河
原
悟
朗

　
（
故　

大
河
原
義
雄
様
御
遺
志
）

●
根
本　

英
樹

　
（
故　

根
本
英
世
様
御
遺
志
）

●
助
川
喜
美
枝

　
（
故　

助
川
末
誉
様
御
遺
志
）

●
竹
内　
　

陽

　
（
故　

竹
内
央
様
御
遺
志
）

●
面
川　
　

陽

　
（
故　

面
川
泰
様
御
遺
志
）

●
大
河
原　

裕

　
（
故　

大
河
原
希
凱
様
御
遺
志
）

【場所：公立岩瀬病院（須賀川市）】
◎３～４か月児健康診査
　４月16日㈬　13：30～

【場所：町保健センター】
◎３歳児健康診査
　４月23日㈬　13：15～
◎１～２歳児健康相談
　５月２日㈮　９：30～

◆問い合わせ先
　健康福祉課
　☎62-2115

よ ろ こ び
地区 赤ちゃん お父さん お母さん

男の子

鏡石３ 添田　陽
はる

貴
き

航平 愛
鏡石４ 小暮　彪

あや

仁
と

豊 恵実
鏡　田 山口真

しん

示
じ

郎
ろう

正太郎 佐希子
女の子

笠　石 芳賀　砂
さ

羽
わ

浩平 恵利
鏡石４ 伊丹　美

み

月
づき

大介 陽
鏡　田 山口　　薫

かおる

正太郎 佐希子

お い わ い
地区 花むこさん 花よめさん
鏡石３ 大河原理寛 （伊藤）衣久美
鏡石４ 鈴木　隆文 （豊田）千絵
旭　町 佐久間俊光 （藤田）彩

か な し み
地区 氏　名 年齢
笠　石 滝　田　信　夫 66
笠　石 鈴　木　義　男 58
鏡石３ 諸　根　芳　子 85
鏡石４ ⻆　田　惠美子 74
鏡石４ 木　村　良　一 66
鏡　田 吉　田　茂　子 69
鏡　田 千　代　典　夫 79
成　田 吉　田　波　津 93

母と子の保健事業の
お知らせ

な
つ
か
し
の
１
シ
ョ
ッ
ト広報紙　平成 11年４月号より

「鏡石幼稚園卒園式より」

戸籍の窓
平成26年１月受付分

料
は
、
み
な
さ
ま
が
病
気
や
ケ
ガ

を
し
た
と
き
の
医
療
費
の
支
払
い

に
あ
て
る
た
め
の
大
切
な
財
源
で

す
。
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
な
い

か
、
納
付
書
を
も
う
一
度
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

納
め
忘
れ
が
あ
る
場
合
は
、
早

め
に
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
保
険
料
を
納
付
書
で
納

め
て
い
る
場
合
に
は
、
金
融
機
関

の
口
座
振
替
が
大
変
便
利
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先　

税
務
町
民
課　

☎
62
–
２
１
１
２

白
河
司
法
書
士
相
談
セ
ン
タ
ー

で
は
次
の
通
り
無
料
相
談
を
実
施

し
ま
す
。
な
お
、
相
談
に
は
事
前

予
約
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●

開
催
日
時
・
場
所

●

４
月
17
日
㈭
、
５
月
15
日
㈭
、

６
月
19
日
㈭

　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時　

　

須
賀
川
中
央
公
民
館
２
Ｆ

●

５
月
１
日
㈭
、
６
月
５
日
㈭

　

午
後
５
時
〜
午
後
８
時

　

マ
イ
タ
ウ
ン
白
河
２
Ｆ

●

相
談
内
容

不
動
産
登
記
や
会
社
登
記
、
相

続
、
遺
言
、
多
重
債
務
、
少
額
の

裁
判
、
成
年
後
見
等
に
関
す
る
法

律
相
談

◎
問
い
合
わ
せ
先　

白
河
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
４
８
–
２
３
–
１
７
８
５

平
成
25
年
7
月
か
ら
町
公
民
館

に
「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ど
ん
ぐ
り
」
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ど
ん
ぐ
り
」
は

私
が
広
報
を
担
当
し
て
２
年

が
経
過
し
ま
し
た
。
こ
の
２
年
間

で
自
分
が
作
っ
て
い
る
も
の
を

読
み
返
し
た
の
で
す
が
、
ま
だ
ま

だ
改
良
の
余
地
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
ず
は
、
広
報
紙
全
体
で
字

が
多
い
こ
と
。
ペ
ー
ジ
数
の
都

合
も
あ
り
ま
す
が
、
た
く
さ
ん

詰
め
込
み
す
ぎ
の
感
じ
が
し
ま

し
た
。
次
に
特
集
記
事
。
も
っ
と

特
集
を
組
む
時
は
深
く
掘
り
下

げ
た
内
容
で
掲
載
し
た
い
で
す
。

最
後
に
写
真
の
技
術
力
。
も
っ

と
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
、
上
手
に

写
真
を
撮
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
広
報
マ
ン
も
３
年
目

と
い
う
こ
と
で
、
広
報
か
が
み

い
し
の
大
幅
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を

考
え
て
い
ま
す
の
で
楽
し
み
に

お
待
ち
く
だ
さ
い
。

広
報
マ
ン
の
つ
ぶ
や
き

火災・救急事故
（H26.2.28 現在）

火 災 1件 （1）
救 急 72 件 （70）
水 害 0件 （0）

（　）は前年同期の件数

「消すまでは  心の警報  ONのまま」
（全国統一標語）

交通事故
（H26.2.28 現在）

件 数 8件 （7）
死 者 0人 （0）
傷 者 10 人 （8）

（　）は前年同期の件数

～死亡事故　０日数　77日～

人口と世帯数
（H26.3.1 現在）

12,584 人 （－ 5）
6,205 人 （－ 3）
6,379 人 （－ 2）
4,221 世帯（＋ 4）

（　）は前月との比較

４月の納税
・軽自動車税

・上下水道使用料（２～３月分）

の納期限は4月30日㈬です。

下記の金融機関での口座振替が便利です。

すかがわ岩瀬農業協同組合鏡石支
店・須賀川信用金庫・東邦銀行・
大東銀行・福島県商工信用組合・
ゆうちょ銀行

この欄への掲載を希望しない方は、届
出の際にお知らせください。

●
大
河
原
正
明

　
（
故　

大
河
原
富
士
夫
様
御
遺
志
）

●
鏡
石
町
衣
料
組
合

●
匿
名
寄
付
者　

２
名

平
成
26
年
５
月
25
日
㈰
執
行
の

「
鏡
石
町
長
選
挙
」
の
立
候
補
予

定
者
説
明
会
を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。
立
候
補
を
予
定
し
て
い

る
関
係
者
の
皆
さ
ん
は
ご
出
席
く

だ
さ
い
。

●
日
時　
４
月
24
日
㈭

　

午
後
１
時
30
分
〜

●
場
所　
町
役
場
第
一
会
議
室

◎
問
い
合
わ
せ
先　

町
選
挙
管
理
委
員
会

☎
62
–
２
１
１
１

水
道
水
以
外
に
井
戸
水
を
使
用

し
て
い
る
方
の
公
共
下
水
道
使
用

料
は
、
世
帯
の
人
数
に
応
じ
て
汚

水
量
を
算
定
し
て
い
ま
す
。
ご
家

族
に
異
動
が
あ
っ
た
場
合
は
、
忘

れ
ず
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
汚
水
量
を
計
る
専
用
の

メ
ー
タ
ー
を
設
置
し
て
い
る
方
は
、

届
出
の
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
問
い
合
わ
せ
先　

上
下
水
道
課　

☎
62
–
２
１
１
９

図
書
館
だ
よ
り

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

町
長
選
挙
立
候
補
予
定
者
説
明
会

教
育
育
英
資
金
寄
付

井
戸
水
を
使
用
し
た

下
水
道
使
用
料
に
つ
い
て

白
河
司
法
書
士
総
合
相
談

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ど
ん
ぐ
り
展
示
中

事
務
室
の
移
動
に
つ
い
て

観
覧
無
料
の
常
設
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で

す
。
ま
た
、
ど
な
た
で
も
無
料
で

展
示
可
能
で
す
。
皆
様
の
作
品
も

展
示
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

●

展
示
で
き
る
作
品　

日
本
画
、

洋
画
、
工
芸
、
書
道
、
写
真
、
そ

の
他
芸
術
的
・
文
化
的
な
作
品

●

申
込
方
法　
公
民
館
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

公
民
館　

☎
62
–
２
０
３
１

義
援
金
篤
志
者

　
●
磯
部
留
美

ふ
る
さ
と
納
税

　
●
小
林
芳
枝

※
敬
称
略
。
３
月
号
広
報
発
行
後

よ
り
４
月
号
広
報
発
行
時
現
在
の

ご
芳
名
に
な
り
ま
す
。

皆
様
か
ら
の
ご
支
援
に
心
か
ら

の
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
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町
観
光
協
会
（
会
長
：
遠
藤
栄
作

町
長
）
は
、
２
０
１
３
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
度

は
71
人
１
８
７
作
品
の
応
募
が
あ
り
、

19
作
品
が
各
賞
を
受
賞
し
、
応
募
さ

れ
た
作
品
の
展
示
会
は
次
の
と
お
り

行
わ
れ
ま
す
。

♦
期
間

　

４
月
26
日
㈯
〜
５
月
11
日
㈰

♦
場
所　

イ
オ
ン
ス
ー
パ
ー
セ
ン

タ
ー
鏡
石
店
内

♦
問
合
わ
せ
先

　
町
観
光
協
会　
☎
62

－

２
１
１
８

◎
受
賞
者
名

あ
や
め
賞　
添
田
義
弘
さ
ん

　
「
ア
ヤ
メ
さ
わ
や
か
」（
石
川
町
）

さ
く
ら
賞　
池
上
和
夫
さ
ん

　
「
楽
し
い
仲
間
」（
郡
山
市
）

春
賞　
佐
浦
元
泰
さ
ん
（
鏡
石
町
）

夏
賞　
志
賀
雄
一
さ
ん
（
田
村
市
）

秋
賞　
坂
本
チ
ヨ
さ
ん
（
福
島
市
）

冬
賞　
近
藤
広
章
さ
ん
（
白
河
市
）

佳
作　
髙
林
敏
夫
さ
ん
（
鏡
石
町
）

　
　
　

佐
藤
義
和
さ
ん
（
鏡
石
町
）

　
　
　

長
谷
川
潤
さ
ん
（
宮
城
県
）

　
　
　

大
髙
大
吉
さ
ん
（
茨
城
県
）

　
　
　

髙
橋
陽
祐
さ
ん
（
大
玉
村
）

　
　
　

小
泉
安
夫
さ
ん
（
郡
山
市
）

　
　
　

佐
久
間
雅
彦
さ
ん
（
田
村
市
）

　
　
　

圷
晃
さ
ん
（
茨
城
県
）

特
別
賞　
熊
田
行
雄
さ
ん
（
鏡
石
町
）

　
　
　
　

角
田
駒
雄
さ
ん
（
い
わ
き
市
）

2013

か
が
み
い
し

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト▲最優秀賞　「心をあわせて「よさこい」」石川隆夫さん（白河市）

▲優秀賞「アヤメ　ヨサコイ」諸根美香さん（須賀川市）

▲さくら賞 ▲あやめ賞
▲優秀賞「初夏の風とたわむれ」
　大髙大吉さん（茨城県）

受賞
作品


